
令和７年８月２０日（水）
ＪＡ全農しが 生産資材課 営農技術室

びわほなみ栽培暦と
肥料農薬の説明について



栽培暦の施肥体系

 施肥設計例

体系

基肥
（播種時）

穂肥
（2月中旬）

実肥
（4月下旬～5月上旬）

合計

肥料名 施肥量
（kg/10a）

窒素量
（kgN/10a）

肥料名 施肥量
（kg/10a）

窒素量
（kgN/10a）

肥料名 施肥量
（kg/10a）

窒素量
（kgN/10a）

総窒素量
（kgN/10a）

省力
体系

麦パンチ 40 14
麦用セラコート
R2500

20 5 尿素 5 2.3 21.3

分施
体系
①

麦用セラコート
R2500

30 7.5
麦用セラコート
R2500

40 10 尿素 5 2.3 19.8

分施
体系
②

国産化成肥料
444

40 5.6
麦用セラコート
R2500

50 12.5 尿素 5 2.3 20.4

後期
重点
体系

国産化成肥料
444

15 2.1
セラコートR
スカイ

35 15.4 尿素 5 2.3 19.8



栽培暦の雑草防除体系

 雑草防除

時期 薬剤名 使用時期 使用量

播種時

ハーモニー細粒剤F
播種後～麦３葉期

雑草発生前～発生始期
4～5kg

リベレーターG
播種後～麦２葉期

雑草発生前～イネ科雑草
１葉期まで

4～5kg

クリアターン細粒剤F 播種直後 4～5kg

ボクサー
播種後～麦４葉期

雑草発生前～発生始期
400～500ml
/70～100L

２月末～３月中旬

MCPソーダ塩
幼穂形成期

（但し収穫４５日前まで）
200～30g
/70～100L

バサグラン液剤
生育期

（但し収穫４５日前まで）
100～200ml
/70～100L

★どの除草剤も砕土、整地、覆土を丁寧に行い、所定量を均一に散布すること

★MCPソーダ塩とバサグラン液剤は、生えている草に対して効果がある
（土壌処理効果はなし）



リベレーターGについて

① イネ科雑草と広葉雑草に高い効果を発揮！
広葉雑草 ジフルフェニカン × イネ科雑草 フルフェナセット

② 幅広い殺草スペクトラムを示す！
スズメノテッポウやカラスノエンドウ等の基本的な雑草だけでなく、

ヤエムグラやネズミムギ等にも幅広く効果を示す

③ 畑地雑草への長期残効性！

④ 播種後～麦3葉期まで使用可能！
（粒剤は麦2葉期まで）
広い処理適期幅を有し、麦は種後雑草発生前から

生育始期まで使用できる



リベレーターG 殺草スペクトラム



ボクサーについて

・びわほなみでは生育後半の雑草発生対策が求められる

・そのため、ボクサーを生育期に散布することで、発生初期から発生前の
雑草全般をおさえる

【 11月】土壌処理除草剤 ⇒ 【 12～1月】ボクサー

（麦２～４葉期）※小麦のみ

・１成分でイネ科から広葉雑草まで

成分：プロスルホカルブ ７８．４％

・スズメノテッポウ、ヤエムグラ等にも高い活性

シンジェンタジャパンHP より



ボクサー体系処理試験経過（2023年 東近江市山上町）
（撮影：４月6日）



ボクサー体系処理試験経過（2023年 東近江市山上町）
（撮影：４月16日）



ボクサー体系処理試験経過（2023年 東近江市山上町）
（撮影：7月6日）



＜ボクサー体系処理試験経過（2024年 山東地域）＞
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品種 播種日 土壌処理① 処理日 土壌処理② 処理日

展示区 びわほなみ 11月20日 ガレースG粒剤 11月20日 ボクサー 12月13日

対照区 びわほなみ 11月20日 ガレースG粒剤 処理なし

＜撮影：4月15日＞

対照区展示区

＜撮影：6月3日＞

対照区展示区



後発雑草が発生したら・・・

Åカラスノエンドウやスズメノ
エンドウが多い場合

ＭＣＰソーダ塩

Åタデ類が多い場合

バサグラン液剤
10

農薬名 一年生雑草
一年生
広葉雑草

ハルタデ
カラスノ
エンドウ

スズメノ
エンドウ

ＭＣＰソーダ塩 〇 〇 〇 ◎ ◎

バサグラン液剤 〇 〇 ◎ 〇 〇



⁹ ♥ ♥

♥ ♥

■散布時期
・3月上旬
・カラスノエンドウ、スズメノエ

ンドウが、生えそろった時期
の散布がおすすめ

・雑草が高葉齢でも問題ない
・散布後に発生する雑草は、

枯らせない

■効きの速さ
・温度によって速さは異なるが、

試験結果から1～2週間で雑
草が枯れる

ＭＣＰソーダ塩
適用
作物

適用雑草 使用時期
使用量又は
希釈倍数

液量 使用回数 使用方法

麦類 一年生及び多
年生広葉雑草

(秋播麦類)幼穂形成期
但し収穫45日前まで

200～

300g/10a
70～

100L/10a

本剤:1回

MCPA:1回
雑草茎葉散布又
は全面散布
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バサグラン液剤 タデの枯れ方（参考） ※  大豆バサグランでの枯れ方

無処理

散布6日後

散布当日

散布14日後
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オオイヌタデ 7葉期処理

■散布時期
・小麦：3月上旬～中旬
・大麦：収穫90日前までの登録である

ため、2月中旬までに使用する

・広葉雑草３～６葉期が適期

■散布タイミング
・散布後２～３日間晴天が続く

時の散布が効果的

適用
作物

適用雑草 使用時期
使用量又は
希釈倍数

液量 使用回数 使用方法

小麦

一年生及雑草
（イネ科を除く）

生育期但し収穫45日前まで

100
200ml/10a

70
100
L/10a

本剤:1回
ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ:1回

雑草茎葉
散布又は
全面散布

麦類（小麦
を除く）

生育期但し収穫90日前まで



麦畦畔除草について

R６年産では、カラスノエンドウ等雑草種子の混入が目立った
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Ÿ本田で草タネを付けてしまう雑草が畦畔から侵入するのを防ぐ！！

有効成分

グルホシネートＰナトリウム塩 11.5% 

ԋ֪֥֚ԏ֔ԃԝ
ԋ֪֥֚ԏ֔ԃԝP

Ṉ
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ザクサ液剤について
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雨に強い！
散布後１時間程度降雨がなければ、
効果に大きな影響はない

畦を崩さない！
根を枯らさないので、畦畔や傾斜地が
崩れにくい

スズメノエンドウ

Ẉ

ẑ ḵ!

麦 圃場内周縁部散布について
ザクサ散布可能部分（圃場内周縁部）
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赤かび病防除体系

 病害虫防除

１回目 ２回目 （臨機防除）

粉剤防除 ワークアップ粉剤ＤＬ ワークアップ粉剤ＤＬ ワークアップ粉剤ＤＬ

液剤防除 ワークアップフロアブル ミラビスフロアブル ワークアップフロアブル

「びわほなみ」は、赤かび病に注意が必要であるため、防除は２回必ず実施する



ṕ Ṗ

ṕỏỚộḳ
ộỔỡḳ Ṗ

Ḳ 18.0 Ṿ

҃

Ḳ 0.70 Ṿ 3kg入

ワークアップの特長



ワークアップの適用内容（麦類のみ抜粋）

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用液量 使用時期 使用方法
本剤およびメトコナゾールを

含む農薬の総使用回数

麦類

黒点病 2000倍～4000倍

60～150L
/10a

収穫7日前
まで

散布

3回以内

赤さび病、うどんこ病
網斑病、黄斑病
雪腐小粒菌核病

2000倍

赤かび病
2000～3000倍

500～750倍

25L/10a
赤さび病、うどんこ病

網斑病
黒点病、黄斑病
雪腐小粒菌核病

500倍

赤かび病 10～24倍

0.8L/10a
無人航空機
による散布

赤さび病、うどんこ病
網斑病、黒点病、黄斑

病
雪腐小粒菌核病

10～16倍

赤かび病、網斑病
うどんこ病、赤さび病

3kg/10a 収穫7日前まで 散布 3回以内



赤かび病の感染～発病

ẑ Ḳể ỆỂṌệỂṾ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ



ワークアップのかび毒低減効果①

. ṕ Ṗ

Ḳ 80

0 10 20
ƨ ƨ 21 1.6 84 0.28 91
ƨ ƨ 21 1.7 83 0.31 90
ƨ ƨ 19 1.6 84 0.74 75
ƨ ƨ 28 2.0 80 0.64 78
ƨ ƨ 19 1.6 84 1.24 58
ƨ ƨ 28 2.3 77 1.28 56
ƨ ƨ 38 3.3 67 0.55 81
ƨ ƨ 35 3.0 70 0.24 92

ы Ӣ - - - 75 10.0 - 2.93 -
ƨ ƨ 17 1.1 89 0.40 80
ƨ ƨ 14 1.0 90 0.19 90
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ƨ ƨ 25 1.9 82 0.28 86

A҃ ƨ ƨ 24 2.1 79 0.72 64
ƨ ƨ 21 1.5 85 0.64 69
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DON NIV 0.05 mg/kg ẁH21



ワークアップのかび毒低減効果②

ṕỏỚộ ộỔỡṖ
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2024年12月25日現在の登録内容
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2021 ЄрЅϴрЌּז ♯ᾓ
Τό (%) ᶓʿ ῟ᴮχ ӱˢᶆ−ᵫᴸ◐ṍ͍ᵕ ˣ
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23.2
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散布17日後 散布24日後

無処理区

ミラビス

2000倍

シルバキュア

2000倍

トップジンM

1000倍

試験年：2021年
試験場所：シンジェンタ中央研究所
品種：春よ恋
散布：5月28日
収穫：7月6日
発病程度：甚発生（自然発生）
対象菌：Fusariumspp

無処理が甚発生となる条件下で、ミラビスは感染防止効果が最も高いことが示されました

％

Ａ剤

Ｂ剤
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ミラビスŸＷ剤 Ｔ剤１回

無処理区 ミラビス１回

2022年滋賀県現地試験
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